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定期演奏会の開催が迫りました。何かと話題の多か

った大曲《ロ短調ミサ曲》を終え、その後の半年間、

われわれは当合唱団の本領たる教会カンタータの仕込

みに勤しんでまいりました。《ロ短調》が、バッハの音

楽生涯の総決算であったとすれば、一つ一つのカンタ

ータは、バッハの日々の生活の中の、与えられた各主

日・各祭日の存在理由、その信仰課題に対する真剣な

解答だったはずです。 

こんな観点で、今回の個性豊かな 4 つの佳品の、そ

れぞれの輝きに注目してみたいと思います。 

第 116 回定期演奏会 

曲目：J.S.バッハ（日本語演奏） 

1）カンタータ第 178 番《主 われらに いまさずば》 

2）カンタータ第 176 番《抗い また怯むは 心の常》 

3）カンタータ第 177 番《呼びまつる 主イェスよ》 

4）カンタータ第 1 番《あしたに輝く 妙なる星よ》 

（5 月 12 日土曜日、14：00 開演。武蔵野市民文化

会館小ホール、三鷹駅・吉祥寺駅などからバス、ま

たは三鷹駅から徒歩 13 分） 

* 

   4 曲のカンタータのうちの 3 曲が、バッハのライプ

ツィヒ就任第 2 年目のカンタータ群（第 2 年巻）に属

するもの、残りの 1 曲（第 177 番）も 7 年の後に、こ

の第 2 年巻を補遺することを意図して作曲されたもの

であったことなどには、先月号月報で触れた通りです。 

バッハが、この第 2 年目のカンタータ制作において

企図したことは、コラール・カンタータの形式で年間

の全レパートリー（合計 60 曲ほど）を作曲・初演し、

ストックとすることでした。「コラール・カンタータ」

とは、ある特定のコラールの定旋律や歌詞をカンター

タ全体の基盤としたものを指します。 

この時期のコラール･カンタータ連作は、《あしたに

輝く 妙なる星よ》（BWV 1）が、第 39 作目として初演

されたのを最後に途絶えてしまいました。構想の 3 分

の 2 ほどの時点で中断してしまった理由は分かりませ

ん。一連の台本作者であり、かつバッハの貴重な協働

者であった人物（不詳）の、突然の死去が原因かとも

見られます。今回の演目の場合、上記の連作中断の後、

第 2 年目の仕事の最終作として作曲された《抗い また

怯むは 心の常》（BWV 176）は、女流詩人ツィーグラ

ーの編んだ歌詞台本に拠り、末尾にだけ終結コラール

が置かれていますので、これはコラール･カンタータの

部類には入りません。他の 2 曲、BWV 178 と BWV 177

はいずれもコラール･カンタータです。 

* 

1. 第 178 番《主 われらに いまさずば》 

Wo Gott der Herr nicht bei uns hält  BWV 178 

・用途：三位一体節後第 8 日曜日 

・歌詞：台本作者不詳（ヨーナスのコラールに基づく） 

・初演：1724 年 7 月 30 日 

第 2 年巻コラール･カンタータ連作の第 8 作目にあ

たる曲です。基本コラールの作者は、改革者ルターの

ヴィッテンベルク大学での若き同僚であり、終生の友

であったユストゥス･ヨーナス（1493-1555）ですが、

この日の指定聖句（マタイ 7；15-23、偽預言者を警戒

しなさい）に結び付けて、コラール各節を配置し（第

1 曲、4 曲、7 曲）、あるいは詩節のあいだにつなぎの

創作詩を挿入して聖句の意図を説明し（第2曲、5曲）、

あるいは数節をまとめて自由詩のアリア（第 3 曲、6

曲）へと改編した台本の作者は、知られていません。

（歌詞の表記で、太字としたものがコラールからの引

用。この習慣はいつに始まったのか知りません。当団

ホームページの「歌詞［上演用］公開」を参照） 

ヨーナスのコラールは、詩編 124 篇をかなり忠実に

敷衍したものですので、否定の条件文が並ぶ、込み入

ったテクストの理解のためには、いちど旧約聖書のこ

の箇所をお読みになることをお勧めします（以下に一

部引用）。この詩編の同箇所からは、同士ルターもまた

コラールを創作しています。一昨年の第 114 回定演を

お聞きになられた方は、《かたえに 主いまさずば》

（BWV 14）の歌詞の内容に似ていることにお気づきに

なられたかも知れません。表題からして酷似している
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のは、当然です。詩編は「主がわたしたちの味方でな

かったなら / わたしたちに逆らう者が立ったとき / 

そのとき、わたしたちは生きながら / 敵意の炎に呑み

込まれていたであろう」と始まります。ヨーナスは、

ルターの臨終のときにも、彼に寄り添っていたのだそ

うです。二人は、同箇所から作出したお互いのコラー

ルについて、どんな会話を交わしたのでしょうか。 

音楽は、器楽の鋭い付点リズムの前奏に始まります。

明かに干戈・軍馬の描写です。何との戦（いくさ）か？ 

元となった旧約詩編での〈敵〉、コラール作者ヨーナス

の目の前の〈敵〉、作曲者バッハの（あるいは、時代の）

解釈のなかでの〈敵〉、と少なくとも 3 つの時限（古代

/16 世紀/18 世紀）での戦が重なっていますが、2018

年にこの曲に接するわれわれは、われわれの世界の今

のことにも思い当たっているのかも知れません。この

普遍性がバッハの魅力です。 

もちろん、このカンタータが作曲された目的（用途）

は、教会暦の三位一体節後第 8 日曜日に指定された聖

書箇所（既出）を、バッハの時代の〈敵〉を名指しな

がら絵解きすることです。多くの解説書にあるとおり、

18 世紀の前半、ドイツのプロテスタント教会にとって

の〈偽預言者〉とは、それと名指すことはありません

でしたが、勢いを増す啓蒙思想に圧された理性偏重の

風潮のことでしょう。第 6 曲の、〈いざ黙せ ゆらぐこ

ころよ〉の“こころ”の原詞が Vernunft（理性）であ

ることは、前号月報でも触れました。つづく終結コラ

ール（第 7 曲）中にも〈信仰に抗う人のこころ 虚し〉

の“こころ”として現れます。啓蒙主義の影のなかで

“理性”という単語に出会うと、理性と信仰との対比

が明確に意識されるようにも思います。 

* 

2. カンタータ第 176 番《抗い また怯むは 心の常》 

Es ist ein trotzig und verzagt Ding BWV 176 

・用途：三位一体節 

・歌詞：マリアンネ･フォン･ツィーグラー台本 

・初演：1725 年 5 月 27 日 

  第 2 年巻カンタータの巻末に置かれた作品。バッハ

の個人的な事情によって、彼のカンタータ年巻が三位

一体節後第 1 日曜日から開始されたことにも、前号で

触れました。カレンダーが一巡して、三位一体節で年

度末を迎えたのです（右掲の概念図）。 

しかしバッハの時代の、教会暦の本来のすがたとし

ては、復活祭から 50 日目の聖霊降臨節（ペンテコステ）

をもって、半年を無事に終えたことを盛大に祝う、と

いうことに意味がありました。三位一体のうちの第 3

位格「聖霊」が降ったところで、翌週の、「父」なる神、

「子」なるキリストとの一体を覚えるこの大事な祝日

からは、教会暦の後半が始まります。 

この祝日に当てられた指定聖句（ヨハネ 3；1-15）

は、ニコデモ（ユダヤ人の議員であり、教師でもある）

とイェスとの対話をとおして、「聖霊」の働きに目を向 

けさせようとします。同時に読まれる使徒書簡（ロー

マ 11；23-36）には「神の富と知恵と知識のなんと深

いことか」とあります。クリスマスや受難節、復活節

といった大きな節日の集中する教会暦の前半に対し、

夏から秋にかけての後半では、落ち着いて、人生の霊

的な側面に注目することを促しています。前曲の《主

われらに いまさずば》（BWV 178）がそうであったよ

うに、またつづく《呼びまつる 主イェスよ》（BWV 177）

も、暦の上でのこの時期に置かれており（前者が、三

位一体節から 8 週後、後者が 4 週後）、いずれも、心の

内側に焦点が当てられています。 

* 

3. カンタータ第 177 番《呼びまつる 主イェスよ》 

Ich ruf zu dir, Herr Jesu Christ BWV 177 

用途：三位一体節後第 4 日曜日 

歌詞：アグリーコラのコラール全節 

初演：1732 年 7 月 6 日 

  初演の時期が、このたびの公演の他の 3 曲（1724 年

7 月～25 年 5 月）とは大きく隔たっています。この頃

までには、すでに 3,4 年分のカンタータ・ストックが

出来上がりつつあり、各主日・祝日礼拝のための上演

義務は、ほぼそこからの再演で果たせるようになった

からだと思われます。余裕ができたためでしょうか、

バッハの関心は教会の外にも向けられるようになりま

した。1729 年 3 月にコレギウム･ムジクムの指揮者に

就任し、今日多くのバッハファンに愛好される傑作を

次々に世に出しつつ、音楽仲間たちとの多様な協演を

楽しむようになりました（《2 つのヴァイオリンのため

の協奏曲》BWV 1043 などを思い出していただければ、

バッハの昂揚した精神が想像できます）。一方、翌 30

年 8 月の記録として、ライプツィヒ市参事会がバッハ

の職務怠慢を非難して減俸処分を決定、とあるように、 

市当局やトーマス学校などとの関係は悪化していきま

す。 

＜バッハの第 2年巻（1724 年 6 月～25 年 5 月）＞  

→       三位一体節‹巻末› 三位一体節後……   → 

      ▲1724/6/11‹開始›  

 

＜教会暦の概念（バッハ時代）＞ 
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  では、教会作品の分野はどうなったのか。驚くべき

ことに、この時期に生み出されたカンタータは、数こ

そ少なくはなりましたが、その透徹した味わいには凄

みを感じるほどです。たとえば、一昨年冬、第 114 回

定演で、前出の第 14 番とともに取りあげたカンタータ

第 140 番《目覚めよと呼ばわる 物見の声高し》（1731 

年 11 月初演）などを思い出していただければ、納得い 

ただけるはずです。 

そして、われわれのカンタータ第 177 番《呼びまつ

る 主イェスよ》も、まさにその円熟と深みのなかで成

立した名曲なのです。その事情は、第 140 番の成立と

同様、年巻（＝ストック）の欠けを補うことでした。

第 140 番が、稀にしかめぐってこない三位一体節後の

第 27 日曜日（通常年では第 24,25 日曜日が最終）のた

めの音楽として新作されたのに対し、第 177 番は、バ

ッハが並々ならぬこだわりをもって開始した、第 2 年

巻「コラール･カンタータ」連作の補遺として作られた

ものです。 

教会暦カレンダーはイースターを基準として組み

立てられますが、そのイースターが満月の都合によっ

て毎年の日取りを変えるために、日付の固定している

祝日（12 月 25 日のクリスマスなど）が、どの曜日に

当たるかは、年ごとに事情が異なります。7 年前の三

位一体節後第 4 日曜日は、1724 年 7 月 2 日に巡ってき

ました。たまたまこの「7 月 2 日」が「マリアのエリ

サベツ訪問の祝日」の固定日と重なったために、日曜

礼拝でのカンタータの主題は、慣例によって後者が優

先されて、《わが魂 主をあがめ》（BWV 10）が後世に

残されました。ルカ伝のマリアの讃歌（ドイツ語訳）

を元にした立派なコラール・カンタータです（定旋律

は、グレゴリオ聖歌のマニフィカト旋律に由来）。 

  同教会暦日のための音楽を、コラール・カンタータ

の形式で作曲する機会が、7 年後に巡ってきたわけで

す。この日のための作品は、もちろん前年の同暦日に、

バッハの就任早々の仕事（第 3 作目）としてストック

されていましたし（BWV 24）、一昔前のヴァイマール

での作品（BWV 185。終結コラールは、まさに、われ

われのカンタータ BWV 177 の基本コラールと同曲）も、

この同じ日に再演されたことが分かっています。が、

彼は、やり残したコラール・カンタータ連作を補って、

新たに創作する道を選んだのです。 

  コラール作者、ヨーハン･アグリーコラ（1494-1566）

は、ルターと同郷（アイスレーベン）の出身、ヴィッ

テンベルク大学で、そのルターの許で教育を受けた神

学者ですが、後に彼から離れました。ベルリンでペス

トに罹患して死去。バッハが使用したコラールは、こ

の 1 曲のみです。 

独奏ヴァイオリンと 2 本のオーボエによる、スケー

ルの大きな協奏曲風な前奏を聴くだけで、われわれは、

神の愛の宇宙にあって、必死に呼びかけている人間の

小さな姿を思い浮かべることができます。 

4. カンタータ第 1 番《あしたに輝く たえなる星よ》 

Wie schön leuchtet der Morgenstern BWV 1 

・用途：受胎告知の祝日 

・歌詞：台本作者不詳（ニコライのコラールに基づく） 

・初演：1725 年 3 月 25 日 

基本コラール（カンタータ曲名と同名）の作者はフ

ィリップ・ニコライ（1556-1608）です。バッハは彼の

コラール旋律と歌詞とがよほど気に入ったと見えて、

この第 1 番をふくめ 6 曲の作品で使用していますが、

この愛好はドイツ人一般に見られるようで、バッハ当

時はもちろん、19 世紀の旧バッハ全集編纂のころの人

びとの心をも捉えていたようです。このカンタータが

バッハ音楽の代表として、真っ先に（第 1 番として）

とり上げられ、そのまま BWV番号の劈頭に置かれた、

といった事情には既に触れました。 

同じニコライのコラールを、われわれは既にカンタ

ータ《目覚めよと呼ばわる 物見の声高し》（BWV 140）

の基本コラールとして、何度か耳にしています。こち

らが「コラールの王」と讃えられるのに対し、第 1 番

の基本コラールは「コラールの女王」です。ローマ教

会以来の、聖母＝天の女王＝暁の星、の連想に符号す

る見事な呼称です。 

受胎告知の祝日に読まれるルカ伝の聖句（1；26-38）

の場面は、たとえば上に掲げたフラ･アンジェリコの画

面（部分）、マリアの前に天使ガブリエルが現れて「お

めでとう、恵まれた方、主があなたと共におられる」

と告げます。マリアは驚いて、読んでいた聖書を膝に

落とします（これは聖書には書いてありません）。同じ

アンジェリコのフィレンツェ・サンマルコ美術館の名

画が有名ですが、画集で知ったこの作品も素晴らしい

ので載せました。 

ニコライの歌詞では、プロテスタント神学にのっと

り、聖母マリアよりも御子イエスの方に焦点が当てら

れます。冒頭合唱は、牧歌的な管楽器と独奏ヴァイオ

リン（いずれも 2 組）を主役とした前奏に導かれて、

天空の一角にまず、明けの明星のごとく、定旋律がソ

プラノに置かれて登場します。マリアの胎にあるキリ

ストへの呼びかけでしょうか。以下は、お楽しみに。 

■フラ・アンジェリコ「受胎告知」（1432-3）コルトナ・ディオチェサ

ーノ美術館 
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お・た・よ・り 

西村 清志（後援会員、小樽市在住） 

 《ロ短調ミサ曲》のＤＶＤ（第 115 回定演記録）を視

聴しました。 

今はすべてがアナログからデジタルへ移行してい

く“新産業革命”のただ中にいるわけですが、それに

ともなって、アナログ文化の一翼を担っていた宗教が、

急速に吸引力を失っています。そんな中でキリスト教

を中心とする音楽や建築は、むしろ以前より輝きを増

しているように、ぼくには思えます。 

デジタル文化では、様々なヴァーチャルな世界が人

気がないのは、デジタルのヴァーチャルほどに複雑で

も動きや変化もなく、いわば単純すぎるからだと思う

のですが、しかし、宗教にはデジタル･ヴァーチャルで

は創出できない、ヒューマンであたたかい世界があっ

て、音楽や建築は理屈抜きにそれを示してくれるので、

アナログ離れの現代人にもアピールするのだと思うの

です。 

今回の《ロ短調ミサ曲》も、冒頭の合唱が始まるや

否や、聴衆はヒューマンで壮大なヴァーチャルな世界

に引き込まれ、分断・対立・混乱の極みにある今日の

状況の向こうに、もしかしたら「平和」で「平安」が

あるのでは、という希望に浸ることができたのではな

いでしょうか。 

大村先生の指揮にはそんな世界を確信していると

ころから来る“自信”に溢れた、堂々たる、まさに“平

和の伝導者”のような風格が漂っていました。 

最近の若年層があまりモノにこだわらなくなって

いるのは（特に日本で顕著なようですが）、ぼくには「足

るを知る」をごく自然に実践しているように映ります。

だからといって人生への意欲は結構旺盛で、彼らが今

日のさまざまな分野での革新のエネルギーの中心にな

っているような気がします。  

 

４月号の月報を読んで 

安藤 能成（団友、世田谷中央教会牧師） 

大村先生ご夫妻の文章を読んでバッハに少し近づ

くことができました。私が小遣いで最初に買った LP

はバッハのマルコ受難曲でした。1 枚物で安かったか

らです。マタイは全曲ですから手が出ませんでした。

そしてイースターオラトリオ。そんなわけで理解も乏

しい人間ですが、今回の月報を読んで再び興味が湧い

てきました。健二さんの系統的な解説と恵美子先生の

とくに BWV177 の解説〈ただ 恵み〉だけなのだ、とい

うフレーズが昨年の宗教改革 500 年と絡んで興味を持

ちました。どちらかというと「聖書のみ、信仰のみ」

というところに強調点が置かれやすいところですが、

昨年改めて思わされたことが「恵みのみ」ということ 

でしたので。 

まだ演奏会の招待状を申し込んでいませんけれど

もできるだけ都合をつけたいと思います。 

 

宮田 光雄（団友、政治学・政治思想史） 

いつも着実に「月報」が届くたびに、その弛まざる

歩み――それを支える熱意と努力、皆様の協力と一致、

志の一貫性に打たれ、頭を垂れる思いになります。 

過日は、その輝かしい成果である《ロ短調ミサ曲》

のＤＶＤを御恵投くださり有難うございました。目下、

それにお返しすべき何も用意できていませんが、よう

やく ― 時期遅れとなった ― 「宗教改革 500 年」記念

出版のための草稿を完成し、出版社に渡しえたところ

です。8 月末刊行予定で、出ましたら早速お届けいた

します。（新教出版社『ルターはヒトラーの先駆者だっ

たか――宗教改革 500 年、回顧と展望』）    

上よりの御祝福を念じつつ（2018.4.18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京バッハ合唱団 創立 56 周年記念 

コンサートと懇親会とバザー 

合唱団の創立記念日（1962/7/1）が巡ってきます。 

多くの皆さまに支えられて、 

演奏の内容は、ますます充実、と好評ですが 

財政面は、半世紀前と変わらずの火の車。 

パッとお集まりいただき、お励まし頂ければ幸いです。 

バザーの献品、お買い上げ、大歓迎!! 

 

6 月 30 日（土） 

会場：日本キリスト教団･荻窪教会 
 

■バザーとリハーサル……13：30（開場） 

■懇親会的コンサート……14：30～16：00 
 

＜曲目＞ 

J. S. Bach 

・教会カンタータ（日本語演奏、各曲とも抜粋） 

カンタータ《主 われらに いまさずば》BWV 178 

カンタータ《抗い また怯むは こころの常》BWV 176 

カンタータ《呼びまつる 主イェスよ》BWV 177 

カンタータ《あしたに輝く たえなる星よ》BWV 1 

・ヴァイオリン独奏 

《無伴奏ヴァイオリン･ソナタ第1番》ト短調BWV 1001 
 

＜入場無料＞ 
 

＜演奏＞ 

ヴァイオリン独奏：西川 豪 

器楽アンサンブル： 

Ob 桜井哲雄（予定）、Vn 中川典子、VC 岡山ひかる 

ピアノ伴奏：宮野尾史子 

合唱と斉唱：東京バッハ合唱団 

指揮：大村恵美子 

 

主催：東京バッハ合唱団 

共催：日本キリスト教団荻窪教会 

（〒167-0051 杉並区荻窪 4-2-10、電話：03-3398-2104） 


